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演者：  奥山 雄大 研究主幹 

   （国立科学博物館筑波実験植物園） 

演題: 日本固有植物の自然史から迫る植物進化学 

日本は世界の生物多様性ホットスポットの一つに数えられ、植物についても自生の維管束植物のうち、日本固有種（亜

種・変種を含む）は約 35%（2448種）をも占めます。このような植物の中でも特に、カンアオイ属カンアオイ節、テ

ンナンショウ属マムシグサ節、チャルメルソウ属などは、系統群を構成する種の大部分が日本列島に固有分布するこ

とから、日本を多様化の舞台とした植物の代表であると言えます。本発表ではこのような植物に着目し、分子系統学、

野外生態調査、花香成分の化学分析などから明らかになったその出自や多様化のメカニズムについて紹介します。 

まずチャルメルソウ属の中でも日本固有種のほとんどを占める単系統群であるチャルメルソウ節(sect. Asimitellaria)

について、多遺伝子を用いた分子系統学的手法によりその倍数性ゲノムの起源と、種分化の地史的過程を推論します。

次に、チャルメルソウ属の最も興味を惹く点であるその奇妙な花の形態と多様性について、それが花粉媒介者である

キノコバエ類に適応した結果であることを示します。その適応は形態にとどまらず、花から放出される匂い成分の多

様性にも及ぶことを示し、花の匂いの変化が送粉者の劇的なスイッチングをもたらし、種分化の引き金になったこと

を述べます。また種分化の要因となった遺伝的変異そのものを検出する試みなどを紹介します。この他に最近カンア

オイ属やテンナンショウ属について明らかになった興味深い知見についても紹介し、日本固有植物の成立をより深く

掘り下げ、総合的に理解するための新たな研究の展望についても議論したいと思います。 
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場所： 本セミナーは Zoom でおこないます。 

     参加希望のかたは、UTAS シラバス詳細情報の 

      「オンライン授業内容」で、Zoom の URL をご確認ください。 

担当： 東京大学大学院理学系研究科・附属植物園 


